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11..11  新新図図書書館館計計画画のの完完了了  
総合図書館本館東側を対象とする耐震改修工事Ⅳ期は令和 2 年 1 月に着工し、新型コロナウ

イルス感染症（COVID-19）感染拡大による緊急事態宣言下の休工を経て、8 月に完了し引渡し
が行われた。改修工事のため外部で保管していた図書と製本雑誌の自動書庫への搬入は今年度
も引き続き実施した（詳細は「5.2 自動書庫(1)自動書庫への資料入庫（総合図書館）」を参照）。 

10 月 1 日（木）、総合図書館内 4 階開架フロアにアジア研究図書館が開館した。開館に向け
ては、 アジア研究図書館運営委員会において、資料収集や利用規則、広報（ニューズレターの
発行など）について検討が行われた。平成 30 年度調査に基づく各部局図書館・室からの図書移
管については、新型コロナウイルス感染症感染拡大による入構制限により、作業の遅延が発生し
たが、開館時には独自分類の下に日本語・欧米諸言語のみならずアジア地域の様々な言語で書か
れた資料 18,000 冊を 4 階開架フロアに配架することができた。 

総合図書館のグランドオープンとアジア研究図書館の開館を記念する式典は、11 月 26 日（木）、
五神総長、藤井理事・副学長の臨席のもと、最小限の人数で開催した。式典と見学会の記録動画
は YouTube で公開した。 

新図書館計画の完了により、東京大学基金「新図書館計画「アカデミック・コモンズ」」も 9
月末をもって終了し、3 月末に寄付者へ報告書を送付した。後継の「東京大学附属図書館支援プ
ロジェクト」が 11 月に発足した。 

 

11..22  新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症（（CCOOVVIIDD--1199））対対策策へへのの対対応応  
令和 2 年 1 月頃から国内での流行が始まった、新型コロナウイルス感染症対策として、東京

大学では原則として国における対応に準じて対応することが発表された。国の緊急事態宣言発
出により東京大学は 4 月 6 日（月）から活動制限指針レベル 2 に移行、翌 7 日（火）にはレベ
ル 3 に移行し、図書館も閉館を余儀なくされた。活動制限指針は 6 月 1 日（月）にレベル 2、同
15 日（月）にレベル 1、7 月 13 日（月）にはレベル 0.5 まで引き下げられたが、令和 3 年 1 月
7 日（木）に発出された 2 度目の緊急事態宣言により、同 11 日（月）から再びレベル 1 に引き
上げられた。3 月 21 日（日）に緊急事態宣言が解除されたことに伴い、同 22 日（月）からレベ
ル 0.5 に引き下げられたが、活動制限は継続しており、令和 2 年度は通常開館が困難な状況が続
いた。 

附属図書館では、学生ボランティア ACS (Academic Commons Supporter)の募集を中止し、
インターンシップの受け入れを取りやめた。各館では次のような対応を取った。 

(1) 総合図書館 
総合図書館は令和 2 年 4 月 7 日（火）から閉館し、臨時サービスとして教員を対象に予約制

で資料の貸出を行ったが、東京大学の活動制限指針が同日にレベル 3 に引き上げられたことに
より、翌 8 日（水）から臨時サービスも休止して完全閉館した。 
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閉館中は、附属図書館 Web サイトで「オンライン学習、在宅研究・勤務で利用できるオンラ
インサービスのご案内」を公開し、オンライン講義や在宅での学習・研究に役立つ情報を随時追
加していった。また、出版社等が特別に提供するオンラインリソース等を導入する手配を積極的
に行った。一方で現物資料によるサービス再開の準備も進め、5 月 18 日（月）から郵送による
図書館資料の貸出及び複写物提供サービスを、活動制限指針レベル 2 に引き下げられた 6 月 1
日（月）から事前予約による書庫資料の対面貸出サービスを開始した。レベル 1 に引き下げられ
た同 15 日（月）から、在籍者を対象に限定開館（本館のみ平日 9:00～17:00 開館、閲覧席利用
停止、ライブラリープラザ閉室等）を開始し、4 月 8 日（水）以降停止していた貴重図書やマイ
クロ資料の利用受付、相互利用業務、キャンパス間配送、委託業者による複写受付も再開した。
また、郵送による図書返却の受付を開始した。7 月 13 日（月）に活動制限レベルが 0.5 に引き
下げられたため、翌 14 日（火）から、座席数削減、入館時のマスク着用必須、消毒用アルコー
ル設置といった感染防止対策を取った上で、在籍者を対象に通常開館時と同様のサービスを開
始した。健康状態等の理由で大学に来られない利用者のため、郵送による図書館資料の貸出及び
複写物提供サービス、郵送による図書返却の受付は継続している。 

令和 3 年 1 月 11 日（月）に活動制限指針がレベル 1 に再度引き上げられたため、同 18 日
（月）から限定開館に移行したが、レベル 0.5 に引き下げられた 3 月 22 日（月）から平日の開
館時間を 8 時 30 分から 9 時に繰り下げた上で通常開館時のサービスをほぼ再開し、学外者の利
用も予約制により再開した。 

(2) 駒場図書館 
駒場図書館では、総合文化研究科・教養学部の活動制限に対応し、開館時間の短縮と臨時閉館

を行った。4 月からの閉館期間中は、授業利用のための教員専用資料貸出・文献複写サービス、
学位論文執筆者を対象とした資料郵送貸出・文献複写郵送サービスを実施、及び電子ブックが利
用可能な教科書のリストをウェブサイト上で公開した。6 月に来館利用を再開した後は、対面業
務用アクリルパーテーションや消毒液を館内各所に設置して感染予防を図るとともに、図書館
利用を事前予約制にして同時間帯における利用者数の調整を行った。施設面では、閲覧席および
メディアパーク ECCS 端末用座席の間引き、グループ学習室、飲食コーナー、ウォータークー
ラーの利用停止、業者による階段手摺およびトイレ周辺の抗菌・抗ウィルス液体塗布等を実施し
た。 

(3) 柏図書館 
柏図書館では、年度当初から夜間土曜開館を取りやめたほか、学外者の入館制限を実施した。

さらに、4 月 7 日（火）～6 月 14 日（日）の間、東京大学の活動制限指針レベルが 2 以上とな
り臨時休館とした。5 月中旬頃、臨時休館が長期に及び学生からも図書館機能の維持に対する要
望があったこと等から、5 月 18 日（月）から学生に対する郵送貸出を開始した。柏図書館にお
いては 6 月 15 日（月）まで実施し、のべ 98 件 175 冊の郵送貸出を行った。また、6 月 1 日（月）
から事前予約した資料を事務室で貸し出しするサービスも開始した。こちらは、6 月 12 日（金）
まで実施し、21 件 39 冊の貸出を行った。 

東京大学の活動制限指針レベルが 1 に緩和された 6 月 15 日（月）からは、学内者のみを対象
として短縮開館を再開した。さらにレベル 0.5 に緩和された後、7 月 14 日（火）から通常どお
りの開館時間でのサービスを再開したが、学外者についてキャンパス内入構制限が継続してい
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たことから柏図書館も入館制限を継続した。なお、学外者の利用については、手指消毒やマスク
着用の義務化、入退館時刻の記録を徹底することを条件に、10 月 19 日（月）から再開した。 

その後、1 月 11 日（月）に東京大学の活動制限指針レベルが 1 に引き上げられたため、学外
者の入館制限を再度実施したが、入館証や柏図書館友の会会員証をもつ学外者については、利用
を継続する措置を取った。  

 

11..33  学学習習・・閲閲覧覧環環境境のの充充実実ととササーービビスス改改善善のの取取りり組組みみ 
(1) 総合図書館 
利用者の多様なニーズに応える設備の拡充 
本館改修工事により、グループ学習室としても利用できるプロジェクトボックス 8 室、語学

やプレゼンテーションの発声練習が可能な防音ブース 4 室、書庫資料の長期利用や学生の自習
利用ができる閲覧個室 14 室、講習会や授業に利用でき、空室時は閲覧席として利用できるセミ
ナールーム 3 室が新設された。カウンタータイプの閲覧席の増設、ハイカウンタータイプの閲
覧席の新設も行い、利用者が目的に応じて選択できる設備の幅が広がった。また、防音ブースの
うち 1 室は車椅子対応の広さとしたほか、緊急放送に連動してライトが点滅する閲覧席を設け
る等、バリアフリー対応設備も拡充した。 
カウンターサービスの拡大 

  令和 2 年 11 月から、本館 1 階及び地下 1 階カウンターに全学事業予算で雇用した学生スタ
ッフを配置し、自動書庫資料の利用時間の拡大及び本館・別館の一体的運用を開始した。自動書
庫資料は従来平日 20 時まで（8 月・3 月は 17 時まで）しか利用できなかったが、総合カウンタ
ーに学生スタッフを配置することにより、夜間および土日祝日も含め開館時間中いつでも自動
書庫資料を利用できるようになった。また、本館地下 1 階カウンターにも学生スタッフを配置
して開館時間中いつでも本館・別館を結ぶ地下通路を通行可能としたことにより、利用者の利便
性が向上した。 
東京大学の知的資産を可視化する象徴的空間の整備 

  耐震改修工事により新設された 3 階ホール壁面の書架を活用し、東京大学の知的資産を可視
化する象徴的空間として整備した。UTokyo BiblioPlaza 掲載図書を中心に東京大学の教員著作
を展示する「UTokyo Faculty Works」コーナー（「6.4 教員著作物可視化事業との連携」を参
照）のほか、東京大学出版会とのコラボ展示を行う「Shelf of UTokyo Press」コーナー、東京大
学生活協同組合とのコラボ展示を行う「Shelf of UTokyo COOP」コーナーを常設し、新着図書
コーナーもホール内に移設した。展示図書は定期的に更新し、利用者が多様な著作に触れる機会
の向上を図っている。 

図書配送サービスの拡大 
  学内他図書館・室との図書配送について、キャンパス間のみでなく同一キャンパス内でも可能

とすることが将来的な課題として認識されていたが、コロナ禍による利用制限のため学内図書
館・室に利用者がアクセスしにくくなった状況も踏まえて検討・実施を前倒しした。学内図書
館・室全体の合意を得られたことから、令和 3 年 1 月 18 日（月）から本郷キャンパス内図書
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館・室間の図書配送を開始し、本郷キャンパス部局所属者が、本郷キャンパス内図書館・室の図
書を所属部局の図書館・室（ホームライブラリ）で受取・返却できるようにした。 
また、必要な図書館システム改修が整ったことから、2 月 15 日（月）からホームライブラリ

に加えて拠点図書館（駒場図書館は令和 3 年 8 月以降を予定）でも、学内他図書館・室から取
り寄せた図書を受け取ることを恒常的に可能とした。 

これらのサービス拡大により、入館可能者や開館時間が限られている本郷キャンパス内図書
館・室の図書をホームライブラリや拠点図書館に取り寄せて受け取ることができるようになり、
利用者の利便性が大きく向上した。なお、本郷キャンパス内の図書配送については、当初はコロ
ナ禍対応として 3 月 31 日（水）までの予定であったが、利用者・業務者ともに好評であったこ
とから、学内合意を得て令和 3 年 8 月 31 日（火）まで延長し、併せて恒常サービス化の検討も
行うこととなった。 

(2) 駒場図書館 
学習・閲覧環境の充実に向けた取り組み 
新着図書コーナーの展示方法について、より利用者の興味をひき、手にとりやすくするため、

ブックスタンドを用いて表紙が見える陳列の割合を増やした。ブックスタンドの資料が借りら
れたときは常に補充し、魅力ある本棚の維持に努めた。 
教員・学生に対するサービス改善 
指導教員の押印を必要とする申請書について、学生が教員と直接会うことが困難な状況を鑑

み、学生と教員とのやり取りがメールのみで完結するよう、教員のメールアカウントが東京大学
ドメインであることがわかる送信記録をもって押印の代替とする方法を整えた。また、カウンタ
ーで受付していた申請類のうち、メール申請で対応可能なものは来館不要に変更して対応した。 

 

11..44  外外部部評評価価のの実実施施 
平成 25～30 年度を対象とした令和元年度の自己点検評価を受けて、平成 26 年度以来 5 年ぶ

りの外部評価を実施した。 
  外部評価委員を学外の有識者 4名に委嘱して、新型コロナウイルス感染症感染拡大の折から、

令和 2 年 10 月 29 日（木）にオンライン形式で外部評価委員会を開催した。外部評価委員会で
行われた 3 つのプレゼンテーション「附属図書館の現状と課題」「学術情報基盤の整備」「総合
図書館の視察に替えて」などに対して委員の方々から評価・提言をいただき、令和 3 年 1 月に
「令和 2 年度東京大学附属図書館外部評価報告書」としてとりまとめた。 
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22..11 東東京京大大学学学学術術機機関関リリポポジジトトリリ（（UUTTookkyyoo  RReeppoossiittoorryy）） 
令和 2 年度は全体で 1,088 件のコンテンツ追加登録を行い、これにより総コンテンツ数が

44,550 件になった。登録コンテンツの内訳は、紀要・博士論文が中心である。紀要は、89 誌か
らなる 28,219 件の論文を公開しており、本学の研究成果の発信に貢献している。主として機関
リポジトリを公開プラットフォームとして利用している紀要の掲載論文及び、本文または要約
を公開している博士論文に対し DOI 付与を行っている。JAIRO Cloud のシステムリプレイスに
対応し、令和 3 年 3 月に新システムに移行、リニューアル公開した。 

 

22..22  東東京京大大学学デデジジタタルルアアーーカカイイブブズズ構構築築事事業業  
平成 29 年度からスタートした東京大学デジタルアーカイブズ構築事業は、令和 2 年度も附属

図書館、文書館、総合研究博物館、情報基盤センターの各長などからなる「東京大学学術資産等
アーカイブズ委員会」を中心に事業を進め、公募により選定された 16 事業の取り組みを着実に
進めた。 

令和元年 6 月に公開した、学内の様々な部局がデジタル化し公開しているコレクションを横
断的に検索できる「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」では、令和 2 年度には新たに
14 のコレクションを追加し、検索可能件数は合計 172,898 件となった。 

令和 3 年 2 月には、総合図書館が公開するデジタルアーカイブ資料について、世界的なデジ
タルアーカイブである Internet Archive との連携を開始した。このことにより、事前申請不要で
自由に利用できる 25 コレクション 4,180 点が Internet Archive でも検索・閲覧可能になった。 

また、デジタルアーカイブズ構築事業によるデジタル化資料の活用に注目した、学術資産アー
カイブ化推進室主催のオンラインセミナー「使われるデジタルアーカイブになるために」を 2 月
16 日（火）に開催し、学内外から 220 名を超える参加者があった。 

3 月には、これまでの活動が評価され、学術資産アーカイブ化推進室及び室員の中村覚・史料
編纂所助教に対して、デジタルアーカイブ学会第 3 回学会賞実践賞の受賞が決定した。 

 

22..33  国国文文学学研研究究資資料料館館「「日日本本語語のの歴歴史史的的典典籍籍のの国国際際共共同同研研究究ネネッットトワワ
ーークク構構築築計計画画」」にによよるる資資料料電電子子化化作作業業（（総総合合図図書書館館・・駒駒場場図図書書館館））  

本学では、国文学研究資料館が実施する標記事業の拠点大学として、継続的に古典籍の電子化
を行っている。令和 2 年度は、総合図書館が所蔵する「田中芳男文庫」「鴎外文庫」「鶚軒文庫」
から合計 620 点、駒場図書館が所蔵する古典籍 15 点の電子化を実施した。そのほか、理学図書
館所蔵の 27 点、農学生命科学図書館所蔵の 69 点の電子化も実施した。また平成 30 年度に電子
化を行った古典籍（総合図書館 87 点／駒場図書館 218 点／明治新聞雑誌文庫 137 点／工学・情
報理工学図書館 9 点／東洋文化研究所 139 点／数理科学研究科図書室 1 点）について、7 月に
新日本古典籍総合データベースから公開された。 
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さらに、総合図書館が所蔵する連歌俳諧書集成（洒竹文庫・竹冷文庫・知十文庫）について、
マイクロフィッシュからの電子化も実施した。これにより洒竹文庫等の画像を令和 3 年度に公
開できる見込みとなった。 
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33..11  障障害害ののああるる利利用用者者（（本本学学構構成成員員））へへのの資資料料電電子子化化ササーービビスス  
総合図書館、駒場図書館、柏図書館において、バリアフリー支援室の協力の下、視覚障害等に

より紙資料の閲読が困難な利用者を対象とした資料電子化サービスを実施している。令和 2 年
度の電子化実施件数は、総合図書館 21 件（うち PDF19 件、テキストデータ 2 件）、駒場図書
館 5 件（全てテキストデータ形式）であった（柏図書館は実績なし）。 

また、大学院生の高い専門性を学内業務に活かして対価を支払うオンキャンパスジョブを活用
した修学支援事業に「障害のある学生への就学支援業務及び障害のある教職員への就業支援業
務」として応募し採択を受けた。当事業は駒場図書館を主担当として、利用者から要望のあった
書籍 2 点のテキストデータ作成を行った（「6.2 学生協働(3)オンキャンパスジョブ」を参照）。 

さらに「障害のある利用者への資料電子化サービス実施要項」について、バリアフリー支援室
との調整の下、対象者の拡大及びサービス実施体制の強化（部局図書館・室との連携強化）を明
記するかたちの改訂を行った。 

 

33..22  総総合合的的教教育育改改革革へへのの対対応応（（駒駒場場図図書書館館））  
(1) 初年次ゼミナールでの授業支援 

令和 2 年度に開講された学部新入生必修授業の「初年次ゼミナール文科総合コース」及び「初
年次ゼミナール理科」において、前年度に引き続き支援を行った。駒場図書館情報サービス担当
と情報システム部情報基盤課学術情報チーム学術情報リテラシー担当（以下、「学術情報リテラ
シー担当」）が連携して「文献検索ワークショップ」のオンデマンド動画及びテキスト教材を制
作し提供した。また、従来初年次教育部門との連携により館内で実施していた「図書館セミナ
ー」については、同内容を動画にして提供することで代替できたが、学生スタッフが館内を案内
する「図書館ツアー」や、学生自身がマップを見ながら館内を巡る「セルフツアー」は、新型コ
ロナウイルス感染症感染拡大に伴う臨時閉館により中止となった。 

(2) 全学自由研究ゼミナール「図書館の学び・活用・提案」との連携 
平成 29 年度から開講の全学自由研究ゼミナール「図書館の学び・活用・提案」（通称：こま

とちゃんゼミナール）の一環として、駒場図書館バックヤード見学、発表会の聴講・講評、駒場
図書館展示コーナーを活用しての授業成果発表を継続して実施し、教育学習資源としての図書
館の有効活用促進に寄与する成果を得てきた。令和 2 年度はオンライン授業となったため館内
展示等による成果発表は見送られたが、学生からの質問に回答する形でバックヤードを紹介し
たり、成果発表としてのビブリオバトルを聴講・講評したりといった面で支援した。 

 

33..33  図図書書館館ガガイイダダンンスス、、講講習習会会等等  
(1) 総合図書館 

例年学術情報リテラシー担当と協同で実施していたオリエンテーション（図書館ツアーと資
料検索ガイダンス）は新型コロナウイルス感染症の影響により中止し、セルフツアーを開催した。 
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期間 内容 参加者数 

令和 2年 

7月 14日（火）～9月 7日（月） 
「総合図書館 セルフツアー」 

（日本語・英語） 

70名 

令和 2年 

10月 5日（月）～11月 12日（木） 
「総合図書館 セルフツアー」 

（日本語・英語） 

150名 

 

(2) 駒場図書館 
学内授業オンライン化の情勢を汲み、動画公開プラットフォームとして公式 YouTube チャン

ネル「こまとちゃんねる」を令和 2 年 8 月末に開設した。初期コンテンツとして、「駒場図書館
バーチャルツアー」英語版を公開し、9 月の留学生ガイダンスへ提供した。追って 12 月に同日
本語版を制作し公開した。なお、例年実施されていた初年次ゼミナール文科総合コース オプシ
ョンの図書館ツアー、留学生向け図書館ツアー及び対面実施のデータベース講習会等は、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

 
期間 内容 参加者数 

春季 初年次ゼミナール文科総合コース 文献検索ワークショップ（動画提供） 1,348名 

春季 初年次ゼミナール文科総合コース オプション図書館セミナー（動画提
供） 

― 

春季 授業支援 計 3回（動画提供 1回、Zoom2回） 6名 

秋季 留学生向け図書館ツアー・ガイダンス（バーチャルツアー動画提供） ― 

 

(3) 柏図書館 
例年 4 月～7 月、9 月～11 月に開催している新入生および留学生ガイダンスは、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大のため中止し、資料配付のみを行った。また、データベース講習会につ
いても中止し、代替措置として学術情報リテラシー担当が Zoom で開催したオンラインセミナ
ーを、柏キャンパス内に広報した。このほか、春季・秋季の 2 回開催している柏図書館セルフツ
アーは、秋季のみ開催した。 

 
期間 内容 参加者数 

秋季 柏図書館セルフツアー 1名 

 

33..44  各各館館のの広広報報  
平成 31 年 3 月 13 日（水）に開設した総合図書館 Twitter アカウントから、令和 2 年度は 400

回以上のツイートを行った。特に令和 2 年 4 月～5 月の間は、新型コロナウイルス感染症対策に
伴う入構制限・オンライン授業への対応として、平日の毎日、附属図書館ウェブサイトの「オン



9 

ライン学習、在宅研究・勤務で利用できるオンラインサービスのご案内」ページを紹介するツイ
ートを行い、図書館閉館中も利用できるサービスの周知に努めた。 

総合図書館ウェブサイトでは、大学の入構制限に伴うサービス変更の案内ページや、郵送貸出
ページの作成・運用を行った。一方、アジア研究図書館の開館に向け、ウェブサイト構築の支援
や総合図書館ウェブサイトとの連携を行った。 

また、昨年度作成した総合図書館リーフレット「探究は、終わらない」を、総合図書館改修工
事完了にあわせて改訂した。改訂後のリーフレットは学生向けオリエンテーション等での配付
を想定して各部局に送付し、改修工事完了後の新たな設備・サービスの広報に活用した。 

柏図書館では、メールニュースの「柏図書館からのお知らせ」を、毎月和・英の両方 12 回発
行したほか、臨時便を 7 回発行し、柏キャンパス内の教職員・学生向けに利用案内やイベントの
お知らせを行った。 

 

33..55  キキャャンンパパスス一一般般公公開開  
令和 2 年度も、本郷キャンパスで「高校生のためのオープンキャンパス」、卒業生を対象にし

た「ホームカミングデイ」、柏キャンパスで「柏キャンパス一般公開」が開催された。いずれも
新型コロナウイルス感染症対策としてオンライン形式での実施となった。 

(1) 総合図書館 
オープンキャンパスは、第 1 弾（同時参加型）が令和 2 年 9 月 21 日（月）～22 日（火）、第

2 弾（オンデマンド型）が令和 3 年 1 月 6 日（水）～19 日（火）にオンライン形式で開催され
た。総合図書館は第 2 弾に参加し、展示・イベントワーキンググループで総合図書館の紹介スラ
イドショー『ようこそ総合図書館へ』を作成し、東大 TV を介して公開した。 

ホームカミングデイもオンライン形式での実施となり、令和 2 年 10 月 17 日（土）～25 日
（日）の間、動画が公開されることとなり、展示・イベントワーキンググループで総合図書館の
紹介スライドショー『総合図書館バーチャルツアー』を作成し公開した。 

(2) 柏図書館 
柏キャンパス一般公開は、10 月 23 日（金）～24 日（土）の 2 日間で開催が予定されていた

が、新型コロナウイルス感染症感染拡大に配慮し、10 月 17 日（土）～31 日（土）にオンライ
ンで開催された。柏図書館が実施したイベントは以下のとおり。 

 
期間 内容 

令和 2年 

10月 17日（土）

～31日（土） 

柏図書館テーマ 

「先人の知恵を辿ろ
う」 

 

中学生、学会をつくるー「博物之友」初公開― 
 柏図書館に所蔵されている「博物之友」のオンライン公開（既存の東京
大学附属図書館コレクションへのリンク） 

柏図書館バーチャルツアー 
 柏図書館正面から入館し、図書館内部をフロアごとに写真で見学後、自
動書庫内部を動画で見学できるバーチャルツアーを作成 
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33..66  展展示示及及びびイイベベンントト企企画画  
(1) 総合図書館 
展示 

令和 2 年度のイベントは中止もしくは縮小を余儀なくされたが、総合図書館グランドオープ
ンを記念して、展示スペース及び新設されたオープンエリアにおいて展示を行った。合わせて非
来館型展示の試みとして、「総合図書館バーチャルミュージアム」を Web 上で公開している。
なお、東京大学の活動制限指針レベルの引き上げに伴い、令和 3 年 1 月 18 日（月）から 3 月 21
日（日）まで展示スペース及びオープンエリアは閉室とした。 

 

期間 場所 内容 
令和 2年 11月 27日（金） 
～開催中 

展示スペース 総合図書館の 130年を振り返る 1 ～創立から震
災復興まで 

令和 2年 11月 27日（金） 
～開催中 

オープンエリア 新図書館計画の 10年（※） 

※「9.1 新図書館計画の 10年」に展示パネルを掲載。 

 

 
    総合図書館正面（作成：東大レゴ部） 
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講演会・セミナー等 
新型コロナウイルス感染症感染防止のため、講演会・イベントの多くは中止またはオンライン

開催となった。 

 

期間 内容 参加者数 

令和 2年 

8月 1日（土） 
アジア研究図書館、ヒューマニティーズセンター、東アジア藝文
書院主催・附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄
付研究部門協力 

シンポジウム「アジアにおける西洋社会思想の受容と変容」 

（オンライン開催） 

104名 

8月 8日（土） アジア研究図書館、附属図書館アジア研究図書館上廣倫理
財団寄付研究部門主催 

シンポジウム「漢籍デジタル化公開と中国古典小説研究の展
開」（オンライン開催） 

113名 

10月 29日（木） 大学総合教育研究センター、附属図書館主催 

第 15回ミニレクチャプログラム（オンライン開催） 

67名 

12月 1日（火） アジア研究図書館、附属図書館アジア研究図書館上廣倫理
財団寄付研究部門主催 

協働型アジア研究オンラインセミナー「IIIF に準拠した画像公
開の方法と TEI との連携 」（オンライン開催） 

112名 

令和 3年 

2月 16日（火） 
第 4回東京大学学術資産アーカイブ化推進室主催セミナー
「使われるデジタルアーカイブになるために」（オンライン開催） 

227名 

3月 15日（月） アジア研究図書館、附属図書館アジア研究図書館上廣倫理
財団寄付研究部門主催 

東京大学アジア研究図書館開館記念シンポジウム「サブジェク
ト・ライブラリアンの将来像-日本の大学図書館への導入拡大
に向けて-」（オンライン開催） 

379名 

3月 23日（火） 大学総合教育研究センター、附属図書館主催 

第 16回ミニレクチャプログラム（オンライン開催） 

 39名 
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(2) 駒場図書館 
展示 

 

 

 
 

(3) 柏図書館 
展示 

 
 

期間 内容 

令和 2年 12月 15日（火）
～令和 3年 3月 

展示「駒場生が東大の e-book をレビューしてみた！～e-book レビュー
展示～」（駒場図書館 1階） 

期間 内容 

令和 2年 
  3月～ 

第 17回企画展示「中学生、学会をつくる」  

4月～10月  第 18回企画展示「図面と資料から見る東京大学キャンパスの系譜」  

11月～3月  第 19回企画展示「宇宙線研究所の今昔」  
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イベント等 

6 月 26 日（金）に予定していた第 23 回サイエンスカフェ（ゲスト 物性研究所 小林洋平教
授）および 1 月 15 日（金）に予定していた第 23 回わくわくミニコンサート（主催：東京大学
柏図書館友の会）は、キャンパス内入構制限等のため中止した。 

      

期間 内容 

令和 2年 
11月 9日 （月） 

第 24回サイエンスカフェ「柏から生まれた『健康長寿』の秘訣とは？」    
田中 友規（高齢社会総合研究機構 特任研究員）  
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44..11  学学習習用用図図書書のの整整備備  
平成 20 年度から恒常的に措置されている学習基盤経費により、今年度は総合・駒場・柏図書

館で合計 9,304 冊（総図：4,418 冊、駒場：3,444 冊、柏：1,442 冊）の学習用図書を購入した。
図書の選定に際しては、教員からの推薦、図書館職員による選定のほか、学生自身の観点を生か
すため、ジュニア・スタッフによる選書を実施している。また、留学生向けの資料購入も別途行
っており、総合図書館では 55 冊、柏図書館では和書を中心に 59 冊の図書を購入した。このほ
か、駒場図書館では平成 22 年度から継続して東大駒場友の会から学生向けの図書の寄贈を受け
ており、今年度は 240 冊が寄贈された。 

また、シラバス掲載タイトルの購入など、和書電子書籍の整備を積極的に推し進め、4,685 タ
イトルが利用可能となっている。 

 

44..22  全全学学資資料料購購入入集集中中処処理理シシスステテムムのの着着実実なな運運用用  
経費節減と事務の効率化を図ることを目的として、図書資料を全学的に共同購入するシステ

ムを平成 16 年度から運用している。第 1 ステージ（図書館・室を通して購入する図書資料）と
第 2 ステージ（教員等が各部局の会計担当を通して直接購入する消耗品扱いの図書資料）をあ
わせた令和 2 年度の取扱総額は約 2 億 4,400 万円であり、書店への支払いの集中化・一元化に
より約 1,137 万円の図書購入費を節約することができた。 

 

44..33  全全学学共共通通経経費費にによよるる基基盤盤的的学学術術雑雑誌誌等等のの整整備備  
平成 18 年度に学内施策として合意された「全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備」の

制度は、第 3 期（平成 28～令和 2 年度）の最終年を迎えた。 
この制度に基づき、令和 2 年度は国内雑誌・外国雑誌（冊子）2,830 タイトル、電子ジャーナ

ル 10,348 タイトル、データベース 66 点を契約し、学習・教育研究活動に必要な学術情報を安
定的に供給した。これらの契約にかかる事務処理は総合図書館が一括して執り行い、学内の契
約・支払い業務の効率化も同時に図っている。 

また、第 4 期（令和 3～7 年度）に向けて、令和 2 年度に図書行政商議会で合意された資料選
定方針にもとづき、整備対象資料の次年度契約準備を進めるとともに、令和元年度に役員会で認
められた必要経費の枠組みに則り、全学事業として令和 3 年度予算の要求を行い、予算委員会
の承認を得た。 

 

44..44  大大型型ココレレククシショョンン  
全学共通経費の大型コレクションの収集対象として、以下の資料を選定した。 
(1) Early European Books, Collection 6（初期欧州書籍集成データベースコレクション 6） 
(2) The Making of Modern Law 
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・Primary Sources, 1620-1926 (MOML4) 
・Primary Sources Ⅱ, 1763-1970 (MOML5) 

(3) オンライン版全国商工会議所関係資料 第Ⅲ期 
(4) Nineteenth Century Collection Online (NCCO) -Photography : The World Through the 

Lens（19 世紀史料コレクションデータベース－レンズを通してみる世界） 
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55..11  目目録録デデーータタのの遡遡及及入入力力事事業業 
附属図書館では、オンライン蔵書検索システム（OPAC）が導入される以前の紙の目録カード

で整理されていた全学の図書について、遡及的に目録データを入力することによって、オンライ
ンで検索できるようにする事業を 10 年計画で進めている。 

平成 27 年度から開始した第 3 期全学遡及入力計画では、令和元年度までの前半 5 年間は、国
文学研究資料館が中心となって実施する「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構
築計画」に伴う「新日本古典籍総合データベース」の構築や東京大学新図書館計画を踏まえて総
合図書館所蔵資料を優先して行った。今年度は、令和元年度に行った第 3 期全学遡及入力計画
の後半 5 年間への参加希望調査に基づき、法学、工学、理学、農学、駒場図書館、数理科学、東
文研所蔵の和古書・漢籍・和書・洋書等の入力を実施した。合計で当初 30,900 冊の目録作成を
目標とし、約 31,500 冊（うち総合図書館は約 10,500 冊）のデータ入力を達成した。 

 

55..22  自自動動書書庫庫  
(1) 自動書庫への資料入庫（総合図書館） 

新型コロナウイルス感染症対策の影響で、資料を保管している国立女性教育会館からの搬出
作業が遅れたが、令和 3 年 1 月上旬に入庫作業を開始し、旧書庫保存の参考図書・国際資料等、
約 6 万冊の入庫が 3 月下旬にほぼ完了した。これにより、初期入庫作業は完了し、耐震改修工
事着工前に利用に供していた資料のほとんどが閲覧可能となった。  

(2) 自動書庫への雑誌移管（柏図書館） 
令和 2 年度は総合図書館、駒場図書館、医学、工・情報理工（5 専攻）、理学、農学、医科研

の 11 図書館・室から、自然科学系学術雑誌のバックナンバー4,647 冊を移管し自動書庫に収納
した。現在、自動書庫には約 40 万冊が収納されており、PDF 閲覧サービスを通じて全学の利用
に供されている。  

 

55..33  図図書書資資産産のの実実査査  
(1) 総合図書館 

総合図書館の図書資産実査は、10 年で全資料を一巡する計画で順次実施している。令和 2 年度
は第 2 期計画の 6 年目にあたり、保存書庫内に配架されている洋図書（分類 A-D）及び末延文庫
54,430 冊と、令和元年度実査時未確認資料 64 冊を実査の対象とした。その結果、54,430 冊のう
ち不明資料は 20 冊であった。また、令和元年度の不明資料 64 冊については 43 冊の所在を確認
できたものの、残る 21 冊については依然不明であったため、令和 3 年度に再調査を行うことと
した。 

(2) 駒場図書館 
令和 2 年度は、保存庫資料計 20,236 冊と不明資料 120 冊を対象として実施した。その結果、

計 168 冊が不明であったため、令和 3 年度に再調査を行うこととした。 
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また、以前より不明であった資料 56 冊について現物調査を行った結果、52 冊は依然として不
明であったため、調査不十分の 22 冊および消耗品の 5 冊を除き 25 冊を亡失資料として除籍手
続きを行った。 

(3) 柏図書館 
令和 2 年度は、分類記号の 3 類および 6 類から 8 類の開架図書 15,800 冊を対象に、11 月か

ら 12 月にかけて実査を実施した。その結果、全ての資料を確認できた。また、令和元年度の不
明資料 2 冊について併せて再調査を実施した結果、2 冊とも依然として不明であったため除籍
手続きを行った。  

 

55..44  アアジジアア研研究究図図書書館館開開館館準準備備作作業業  
平成 30 年度に行ったアジア研究図書館新設に伴う図書移管に係る調査の結果を基に 4 階開架

フロアに配架することが適切と判断した資料を、令和元年度から総合図書館に搬入し作業を進
めた。これにより、アジア研究図書館は、購入や寄贈による 12,700 冊を含め、18,000 冊の蔵書
を有する図書館として、令和 2 年 10 月 1 日（木）に開館した。 

その後の移管作業により、3 月末までに、開架図書は 31,000 冊を配架したが、新型コロナウ
イルス感染症感染拡大の影響で作業に遅れが生じたため、人文社会系研究科の移管対象資料の
うち、5,000 冊の整理作業及び 9,500 冊の搬入、移管処理、整理作業を令和 3 年度に繰り越すこ
とになった。 
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66..11  職職員員研研修修 
附属図書館研修プロジェクトでは、年度内の早い時期に新任職員研修の実施を予定していた。

しかし、新型コロナウイルス感染症感染拡大の状況に鑑み、すべての集合型研修の実施を見送っ
た。国立大学図書館協会、JPCOAR 等の研修や会議、イベントに参加することでオンライン研
修の知見を得ることができたことから、来年度に向けてオンライン形式を中心に職員のニーズ
に合った目的別研修を実施することを検討した。 

 

66..22  学学生生協協働働  
(1) 附属図書館 Academic Commons Supporter (ACS) 

Academic Commons Supporter（以下、ACS）は、平成 25 年度に発足した、附属図書館で活
動する学生ボランティア団体である。総合図書館をはじめとした各図書館・室を通じて、東京大
学の学生の分野を超えた知の交流を生み出すため、イベント等を学生の発案により企画・実施し
てきた。令和 2 年度はコロナ禍による活動制限のため、イベント活動が見込めないことから募
集を中止し、活動を休止した。この間、学生協働を担当する職員は「第 10 回大学図書館学生協
働交流オンラインシンポジウム（梅光学院大学）」に参加するなど検討を重ね、新図書館計画の
完了に合わせて ACS の活動を終了し、今後はより業務と密接な関係を持った学生協働に移行す
ることとした。 

(2) ジュニア・スタッフ 
東京大学では、大学の様々な活動に学生が積極的に参画することを奨励するために、意欲ある

学部学生を「ジュニア・スタッフ」に採用し奨励金を支給する制度を実施しており、附属図書館
でも活用している。 

総合図書館では、ジュニア・スタッフ 8 名を雇用し、グランドオープンに向けて、耐震改修工
事が完了した開架書架への資料移転作業を行った。また、オープン後には、書架整理、新着雑誌
の整備、返却図書の配架、学生用図書の選書等の活動を行った。 

駒場図書館ではジュニア・スタッフ 21 名を雇用し、学生用図書の現物選定、約 30 点の e-book
レビュー作成、狭隘化解消のための資料移動作業、新入生への配布資料準備及び入学諸手続き補
助等の活動を行った。また、作成されたレビューを基に、e-book レビュー展示を 4 回実施した。 

柏図書館では、大学院学生から 8 名のジュニア・スタッフを雇用し、学生用図書の選書を行っ
た。 

(3) オンキャンパスジョブ 
  附属図書館では、著作権法第 37 条に則り、視覚障害等のある利用者への資料電子化サービス

を行っている。従来は図書館職員の指導のもと、本学バリアフリー支援室に登録されているサポ
ートスタッフが作業を行ってきたが、対象資料の中に専門用語や外国語、数式、図表が多く含ま
れていることもあり、専門知識等を有する学生の協力が求められていた。そこで、令和 2 年度 
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は、大学院生の高い専門性を学内業務に活かして対価を支払う「オンキャンパスジョブを活用し
た修学支援事業」に、「障害のある学生への就学支援業務及び障害のある教職員への就業支援業
務」を応募し採択された。駒場図書館にリクエストがあった全盲の学生と教員からの書籍各 1 点、
計 2 点の電子化作業（OCR 処理データのテキスト校正作業）を、学生 9 名（学部後期課程 3 名、
修士課程 6 名）で延べ 144 時間行った。なお、実際の作業は新型コロナウイルス感染症に配慮
し、主にメールとファイル転送サービスによりリモートにて実施した。 

総合図書館では所蔵資料の電子化を積極的に行っている。電子化により公開された画像の更
なる活用を促進するためには検索タグなどの付加価値データが必要であるが、所蔵資料の中に
は判読が難しいくずし字や幕末・明治期の手書き文字が使用されているものが多数含まれてい
る。そのため、「オンキャンパスジョブを活用した修学支援事業」に「総合図書館所蔵資料のデ
ジタル化及び公開データ利活用促進に関する支援業務」として応募し、専門知識を持った院生に
データ作成作業を担ってもらうことにした。当事業には院生 11 名の参画があり、コロナ禍の状
況を考慮して作業は全てオンラインで滞りなく行った。実施後のアンケートでは、「自宅や研究
室で作業できる点が良かった」「様々な学術資料に触れることができ有意義だった」といった意
見が聞かれた。 

駒場図書館では、「オンキャンパスジョブを活用した修学支援事業」により計 5 名の学生を雇
用し、貴重資料等の調査・整備支援業務及びマイクロ資料の劣化調査を実施した。 

 

66..33  社社会会連連携携・・地地域域貢貢献献  
(1) 所蔵資料の出陳（総合図書館） 

総合図書館では、全国の美術館・博物館等が企画する展覧会への出陳依頼があった時は所蔵資
料の貸出（出陳）を行っている。令和 2 年度は 4 機関へ 4 点の資料を貸し出した。 

(2) 柏図書館友の会（柏図書館） 
東京大学柏図書館友の会は、柏図書館の活動および事業への支援や、会員相互および柏図書

館職員との交流の促進を図ることを目的として、平成 20 年度に発足した組織である。 
令和 2 年度は、東京大学活動制限指針に基づき臨時休館や学外者の入構制限があったことか

ら、第 12 回総会については 5 月に書面による開催を、友の会と柏図書館が共催する「わくわく
ミニコンサート」については中止した。また、理事会についても、3 月にメールで審議を行った。
このように、令和 2 年度は従来どおりの活動ができなかったこと等から、令和 2 年度会員につ
いては、令和 3 年度の会費を免除して自動継続することを理事会で決定した。また、接触を減
らすことや現金の管理負担軽減等を目的に、クレジットカードの利用等による会費の支払いの
キャッシュレス化を図るとともに、ウェブでの入会申込みも可能とした。 

なお、令和 3 年 3 月末の会員数は一般会員 183 名である。 

(3) 地域の大学図書館等との連携（柏図書館） 
柏図書館は、柏市立図書館並びに柏市内 3 大学図書館と連携して、ビブリオバトルや企画展

等を毎年実施していたが、令和 2 年度については新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた 
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め中止することとなった。なお、柏図書館独自の企画として、柏図書館を除く市内 3 大学図書館
のポスターを作成し、学外者サービスの制限等が分かるよう閲覧室入口に掲示した。 

(4) 中学生職場体験の受入（柏図書館） 
例年、柏市内の市立中学校からの依頼に基づき、中学生職場体験の受入を実施しているが、令

和 2 年度については、中学校側からの依頼がなかったため実施しなかった。 
 

66..44  教教員員著著作作物物可可視視化化事事業業ととのの連連携携  
平成 28 年度に開始された「教員著作物の可視化と国際発信」事業（研究推進部学術振興企画

課）と連携し、東京大学教員の著作物を著者自らが紹介するサイト UTokyo BiblioPlaza に収載
される著作のうち、総合図書館、駒場図書館が未所蔵の図書を合計 129 タイトル購入し、各館
に配架した。図書館からの提案により、同サイトの各著作の紹介ページには東京大学 OPAC の
検索結果へのリンクが掲載されており、所蔵・貸出状況が容易に確認できる。また、対象図書の
電子書籍 47 タイトルもあわせて購入し、学内ネットワークにより提供を行っている。 

総合図書館では、「1.3 学習・閲覧環境の充実とサービス改善の取り組み」に記載した「東京
大学の知的資産を可視化する象徴的空間の整備」の一環として、耐震改修工事完了後の令和 2 年
11 月から、UTokyo BiblioPlaza 掲載図書を中心に東京大学の教員著作を展示する「UTokyo 
Faculty Works」コーナーを 3 階ホールに新設した。総合図書館内で合意を得たほか、研究推進
部研究推進企画課（現・学術振興企画課）と令和 2 年 2 月から協議を重ね、人文社会科学振興
ワーキング・グループの承認も得て実現したものである。UTokyo BiblioPlaza Web サイトの図
書紹介ページや特集企画と連動して展示内容を定期的に更新しながら、表紙を見せる展示を中
心に常時 200 冊程度を配置している。 

 

66..55  学学内内他他部部署署ととのの連連携携  
(1) 総合図書館 

総合図書館では、平成 27 年度から、障害者集中雇用プロジェクトチーム（施設部施設企画課、
以下、「プロジェクトチーム」）の建物清掃班の協力のもと、定期的な館内清掃等の作業を行っ
ている。また平成 30 年度にプロジェクトチーム分室を図書館内に設け、業務支援班のコーディ
ネーターとスタッフによる図書館業務専門のチームが常駐し、日常的に資料清掃や書架整理を
実施している。 

令和 2 年度も引き続き、建物清掃班が毎月休館日に本館の閲覧机及び館内 PC 約 70 台、別館
ライブラリープラザの机・自動ドア等の清掃を行い、業務支援班の図書館分室チームは本館内開
架書架の整理と書庫にある図書の清掃を毎日の業務として行いつつ、図書資産実査の補助作業
も行った。今後も対象業務の多様化を図り、プロジェクトチームとの協働を深めていきたい。 

(2) 駒場図書館 
駒場図書館では、平成 27年度から障害者集中雇用プロジェクトチーム建物清掃班（駒場分室）

による保存書庫の資料・書架清掃や、不定期に駒場図書館内の PC、閲覧机や開架書架の清掃を
行っている。週 1 回、3～4 名のスタッフによる丁寧な作業によって、保存書庫や館内の環境は 
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格段に改善された。このほか教養学部等事務部環境美化チームにも不定期に書架の清掃を依頼
し、資料保存環境の向上につながっている。両チームの貢献度は極めて高く、今後も連携を継続
していきたい。 

(3) 柏図書館 
柏図書館では、平成 25 年度から柏地区共通事務センター環境整備チームに書架整理やラベル

貼付、送付物封入作業など様々な図書業務を依頼している。令和 2 年度も引き続き、図書資産実
査の補助作業・廃棄資料の処理作業・返却図書の書架への配架・清掃作業などを行った。環境整
備チームによる業務は、柏図書館にとって強力な業務支援となっており、今後も継続して作業内
容を相談しながら業務を依頼し、連携を深めたい。 

 

66..66  規規則則改改正正  
 附属図書館では、図書行政商議会と予算委員会との調整に関する規定を整備するために「東京
大学図書行政商議会規則」の改正を行った。 

総合図書館では、改修工事の完了及びアジア研究図書館の開館に合わせて、「東京大学総合図
書館規則」「東京大学アジア研究図書館規則」の改正、「東京大学アジア研究図書館運営委員会
規則」の制定を行った。昨年度改正した「東京大学総合図書館利用規則」「東京大学総合図書館
利用細則」と併せて、令和 2 年 10 月 1 日から施行した。 

駒場図書館では、「東京大学附属図書館文献複写等料金規則（令和元年 11 月 21 日改正、令
和 2 年 4 月 1 日施行）の改正に伴い「東京大学大学院総合文化研究科図書館及び東京大学駒場
図書館文献複写等料金内規」を新たに制定した。 
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開催日 会議名称 

令和 2年  

4月 23日（木） 第 446回東京大学図書行政商議会（メール会議） 

7月 8日（水） 令和 2年度第 1回総合図書館運営委員会（メール会議） 

7月 10日（金） 
令和 2年度第 1回東京大学学術資産等アーカイブズ委員会 

（オンライン） 

7月 16日（木） 第 447回東京大学図書行政商議会（オンライン） 

7月 28日（火） 令和 2年度第 1回東京大学柏図書館運営委員会（オンライン） 

7月 29日（水） 第 49回駒場図書館運営委員会（オンライン） 

10月 9日（金） （臨時）東京大学図書行政商議会（メール会議） 

11月 19日（木） 第 448回東京大学図書行政商議会（オンライン） 

12月 11日（金） 第 50回駒場図書館運営委員会（オンライン） 

12月 18日（金） 
令和 2年度第 2回東京大学学術資産等アーカイブズ委員会 

（オンライン） 

令和 3年 

2月 4日（木） （臨時）東京大学図書行政商議会（オンライン） 

2月 19日（金） 令和 2年度第 2回総合図書館運営委員会（メール会議） 

3月 4日（木） 第 449回東京大学図書行政商議会（オンライン） 

3月 8日（月） 令和 2年度第 2回東京大学柏図書館運営委員会（オンライン） 

3月 9日（火） 第 51回駒場図書館運営委員会（オンライン） 
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88..22  経経年年変変化化  
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99..11  新新図図書書館館計計画画のの 1100年年（（オオーーププンンエエリリアア展展示示パパネネルル再再録録））  

新図書館計画

年

東京大学附属図書館「新図書館計画」は別館竣工（2017 年 5 月），本館耐震
改修工事 (2015 年 9 月〜 2020 年 8 月 )，アジア研究図書館開館（2020 年
10月）を経て，2020年11月26日のグランドオープンを持って完了しました。 

「新図書館計画」は準備段階を含め，足かけ 10 年にわたる長期プロジェクトで
した。その成果は，新たな学習スペースであるライブラリープラザと 300 万
冊を収容可能な地下三層の自動書庫を備えた別館，伝統ある意匠を復元すると
ともに新たな機能を拡充させた本館，学内のアジア関係資料を集約したアジア
研究図書館という，目に見える形にとどまるものではありません。若手職員を
中心とした有志による「新図書館課題検討グループ」，学生ボランティア「ア
カデミックコモンズサポーター」の様々な活動，アジア研究図書館上廣倫理財
団寄付研究部門（U-PARL）による研究と発信，大学総合教育センター，東京
大学出版会との協力，学内・学外のみなさまからのご支援・ご協力を得られた
ことは，これからの附属図書館にとって貴重な糧となることでしょう。

本展示では，この 10 年間の歴史の中から新図書館計画の下に⾏われた種々の
活動を 10 のトピックでご紹介します。併せて建築設計の検討に用いられた模
型を展示し，総合図書館本館・別館の建物完成までの道のりを振り返ります。  

新図書館計画の 10 年は，新しい時代の教育・研究にふさわしい図書館の姿を
考えつつ走る歳月でした。このゴールに安住することなく，東京大学附属図書
館は、東京大学創設 140 周年・図書館再建 100 年に向けてあらたな一歩を踏
み出します。  

の
10

Decade of N
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2010  H22 9 新図書館構想検討準備部会発足，準備部会の下に 5 部会を設置

2011  H23 新図書館担当理事懇談会において新図書館構想承認

「新図書館構想の骨子」を公開，利用者を対象とした意見募集実施

Academic Commons Project としてイベント実施を開始【 ~2017】

2012  H24 新図書館計画 SC（Steering Committee）を設置

フロアプラン検討開始

若手職員を中心とした「新図書館課題検討グループ」活動開始

10 東京大学基金「新図書館計画「アカデミック・コモンズ」」による寄附募集開始

2013  H25 新図書館計画推進室設置，東京大学新図書館計画公式 Web サイトを開設

9 図書館前広場埋蔵文化財調査開始

10 新図書館計画におけるハイブリッド図書館実証実験の開始に関する記者発表

学生サポーター ACS（アカデミックコモンズサポーター）発足

2014  H26 4 アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門（U-PARL）設置

9 基本方針「総合図書館本館改修の考え方」科所長会議承認

別館新設準備工事・本工事着工

12 「東京大学（本郷）アカデミック・コモンズ（仮称）新営工事」起工式

本館 1 階に「ミニレクチャールーム」設置【2015 〜 2017】

台湾漢学リソースセンター（TRCCS）開設（駒場図書館）

2015  H27 「デジタル学術資産アーカイブ構築についての基本方針」を策定
図書館団地耐震改修工事 II 期（図書館西工区，教育学部）実施

【2015.9 〜 2016.3（図書館工区のみ終了）】
2016  H28 新図書館課題検討グループを「図書館未来デザインプロジェクト」に改組

学術資産アーカイブ委員会（全学委員会）設置

自動書庫（日本ファイリング製）設置開始

図書館団地耐震改修工事第 III-1 期（図書館北西工区）実施【2016.10 〜 2017.11】

2017  H29 新図書館計画の組織体制見直し  〜新図書館計画推進室活動終了

5 別館竣工

本郷キャンパス内に学習スペースを設置（安田講堂，山上会館，医学部 1 号館）

図書館団地耐震改修工事第 III-2 期（図書館中央工区）実施【2017.6 〜 2018.3】

2018  H30 4 アジア研究図書館長を配置，アジア研究図書館運営委員会を設置

5 自動書庫運用開始

10 別館ライブラリープラザリニューアルオープン

図書館団地耐震改修工事第 III-3 期（図書館書庫工区）実施【2018.9 〜 2019.3】

2019  R1
図書館団地耐震改修工事第 IV 期（図書館東工区，情報学環，史料編纂所）着工 

【2019.1 〜 2020.8（図書館工区のみ終了）】
2020  R2 8 本館耐震改修工事全工区完了

10 アジア研究図書館開館

11 グランドオープン

新図書館計画  年表
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  2010-
「新図書館構想」から「新図書館計画」へ

2010(H22) 年，蔵書保管場所の確保が問
題となっていた文系の学部と図書館の連
携により，総合図書館の機能拡充を目指
す「新図書館」の準備部会が設けられ，翌
2011(H23) 年に『新図書館の構想骨子』が
作成されました。2012(H24) には，構想が
『新図書館計画』として具体化し，全学的事
業として計画が進められていきます。

総合図書館は，関東大震災で旧図書館が灰
燼に帰した後の 1928(S3) 年に再建され
てから 90 年以上を経ています。この間，
1961(S36) 年と 1984(S59) 年に書庫の増
強や閲覧席の拡張などの改修が⾏われまし
たが，その後も所蔵資料は増加し，設備の
老朽化への対応が必須となっていました。

改修前の保存書庫　通路にも書架を増設していた

新図書館計画　５つの柱

新図書館計画は，副学長や部局長等をメ
ンバーとする幹事会の下に複数の部会が
組織され，学内の教員と図書館職員の協
働により遂⾏されました。この際，全学
の図書館職員が「新図書館計画課題検討
グループ（後の図書館未来デザインプロジェクトチーム）」
を自発的に立ち上げ，計画を進める中で
立ち現れる課題の解決や計画の広報を担
いました。

2015 年図書館総合展　ポスターセッション最優秀賞獲得　

 1  電子図書館と伝統的図書館の融合
２ 世界最高水準のアジア研究図書館

３ 教育との連携と国際化への対応

４ 日本の学術文化の世界への発信

５ 出版文化の公共的基盤
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  2012 - 2019
改修後のフロアプラン/改修中のサービスプラン

新図書館計画の 10年間の中では，改修後の
フロアプランの検討と改修中のサービスプラ
ンの検討に最も多くの時間を費やしました。

改修後のフロアプランの作成は，「建築（意匠）
と図書館（機能）」「本館と新館（後の別館）」「復
元と更新」など，複数の軸が交錯する中から
一つの解を見出していく難しい作業となりま
した。建物の設計監修に携わった生産科学技
術研究所・川添研究室により製作された数多
くの図面・模型を見ながら議論を重ね，本館
の歴史性を踏まえつつ，学生・研究者に必要
とされる図書館の機能を，建物と設備でいか
に実現するかを模索し続けました。

大机を取り除き書架を並べた大閲覧室

一方，工事は本館改修と別館新設が同時に
⾏われ，さらに本館は 5分割で複数年かけ
て施工されることとなり，長期の閉館をせ
ずにサービスを継続することが計画の大き
な課題でした。
図書の一部を駒場や柏で保管しながらサー
ビスを⾏うほか，本館東側へ建てたプレハ
ブへ事務部を出して館内のバッファを確保
し，出入口や書架の場所などを順繰りに移
していきました。安田講堂，医学部 1号館
に臨時の学習スペースを設けるなど，利用
される方のご協力のもと，最低限の機能を
維持することができました。

本館のフロア検討図⾯（⽣産技術研究所  川添研究室）
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  2012 - 2020
「アカデミックコモンズ」基金の設置

新図書館計画を推進するにあたり，図書館としては初めて広く寄附を募ることになりました。
東京大学基金の元に『新図書館計画「アカデミック・コモンズ」』プロジェクトを立ち上げ，
工事完了までの長きに渡り，卒業生をはじめ多くの方々からご支援をいただきました。

ご支援をいただいた方のお名前は銘板に記し，本館正面玄関の中に設置しています。また，
特典の一つとして，本館の開架図書を借りることができる特別利用証を発⾏しています。

この間いただいたご寄付を元に，
本館内の書架の設置や，３階大閲
覧室で創建当時から９０年近く使
われている木製大机の修復再生、
別館ライブラリープラザの整備な
ど，学習・研究のための設備の充
実を図りました。

保存書庫の電動集密書架

なお，工事完了に伴い「アカデミックコモンズ」プロジェクト基金の募集は終了しましたが，新たに
「附属図書館支援」プロジェクトを立ち上げました。場としての図書館の維持・整備だけでなく，学習
用電子書籍の充実や所蔵資料のデジタル化・発信など，"with コロナ " 時代により必要とされている非
来館型サービスの充実も図ります。引き続きのご支援をお願いいたします。

大閲覧室の大机

東京大学基金Webサイト

本館正⾯玄関の銘板 2014 寄付者向け特別セミナーの様子
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  2013 - 2014
図書館前広場の歴史性

別館建設のための準備として，噴水とともに図
書館前広場の象徴的存在だった 2本の巨大なク
スノキを，医学部 2号館前広場へ移植。その翌
年から別館建設予定地の埋蔵文化財調査が始ま
りました。
この調査の結果，加賀藩上屋敷の遺構・遺物や
旧図書館のレンガ基礎が発掘されました。
2013(H25) 年 11 月に開催された埋蔵文化発掘
調査見学会（主催：東京大学埋蔵文化財調査室）
は数時間まちとなる盛況でした。

移植作業中のクスノキ

発掘調査現場

1892(M25) 年に建築され，関東大震災で
焼失した旧図書館の基礎が残っているとの
記録はこれまでに見つかっておらず，今回
の発見により予定していた広場の設計を変
更し，旧図書館基礎はベンチとして，加賀
藩遺構の水路石組みはスライスして敷石に
組み込み，いずれも位置を保存した形で広
場の一部として活用しました。これらのデ
ザインにより，図書館前広場は江戸〜明治
から現代に至る歴史の記憶を継承する場と
なりました。

見学会の様子（撮影  東京大学埋蔵文化財調査室）

遺跡の図⾯（⽣産技術研究所  川添研究室）
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  2013-
学生の参画 ～ ACS アカデミックコモンズサポーター  発足

ACS と職員のミーティング風景

図書館総合展でのポスター発表

ミニレクチャプログラム＠ライブラリープラザ

新図書館計画にどのように学生の声を取り
入れるか。この問題解決の一つが，学生ボ
ランティア「アカデミックコモンズサポー
タ ー（ACS）」 で す。2013(H25) 年 か ら
募集を開始，図書館にまつわる課題を自ら
発見し，解決にむけて取り組む学生ボラン
ティア組織として様々な活動を⾏ってきま
した。

＜活動の例＞
・新館 B1F ラーニングコモンズ型学習スペースの利活用構想の検討
・新図書館トークイベントの企画・運営
・他大学図書館の見学 / 情報交換
・アクティブラーニングワークショップの開催
・附属図書館広報誌「図書館の窓 増刊 New Library Project」の作成
・ビブリオバトル，戯曲を読む会，附属図書館スタンプラリー
・ACS 公式ツイッターを使ったプロモーション活動

特に「大学院生によるミニレクチャプログラム」
は ACS が中心となって企画したものです。大
学総合教育研究センターの全面的な協力の下，
東京大学フューチャーファカルティプログラ
ム (FFP) の修了生が自分の研究成果をわかりや
すく伝える模擬授業を⾏うもので，これまでに
15 回開催されています。
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  2014-
アジア研究図書館 誕生へ ～ U-PARLの設置

アジア研究図書館フロア

独自の分類表

～ U-PARLの設置～ U-PARLの設置～

新図書館計画の柱の一つである「アジア研
究図書館」を実現するため，2014(H26) 年
4 月，公益財団法人上廣倫理財団の寄付を得
て，附属図書館初の研究部門である「アジア
研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門 Uehiro 
Project for the Asian ResearchLibrary

（U-PARL）」が設置されました。
専任の教員・研究員が主体となり，人文社会
系研究科，総合文化研究科，東洋文化研究所
の兼務教員とも協力し，蔵書構築，分類体系
の策定，フロアプランの検討などを⾏ったほ
か，世界各国のアジア研究図書館の視察・調
査を⾏い，目指すべき図書館像の探求を進め
ました。この調査結果の一部は，『世界の図書
館からーアジア研究のための図書館・公文書
館ガイド』，『図書館がつなぐアジアの知』と
いう書籍となりました。
これらアジア研究図書館の構築支援に加え，
積極的にセミナーやワークショップを開催し，
東アジア藝文書院，ヒューマニティーズセン
ターとの連携など，研究活動も幅広く展開し
ており，図書館とアジア研究を結ぶ新たなか
たちの研究拠点の構築を目指しています。

活動成果の公開

開架書架にある蔵書
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  2014 - 2017
別館建設  ～ 高難度の大規模地下工事

周辺を建物に囲まれた狭隘な場所へ相当な
ボリュームを持つ地下構造物を建造するた
めに，橋脚の基礎工事などに用いる土木技
術のニューマチックケーソン工法が採用さ
れました。外壁は地下の土圧・水圧に耐え
るため約 2 ｍの厚さがあり，外周は厚さ
6mmの鋼板で覆われ地下水の侵入を防いで
います。

別館は建物全体で深さが約 46 ｍあり，15
階建て相当のマンションが地面に埋まって
いる状態で，地下 2-4 階の自動書庫スペー
スは 41ｍを占める巨大な地下空間です。昨
今のゲリラ豪雨による浸水防止のため，地
上の排水勾配を広場全体で計画し，噴水は
降雪時にガラスと水盤にかかる重量，地震
による歪みもなど考慮し，水漏れ対策と安
全性を重視して慎重に設計されました。

地下で掘削した土を地上へ排出する設備

噴水設置前の地下 1 階断⾯（撮影  清水建設）

本郷キャンパスは多くの建物が密集してお
り , 新たな施設を設置する場所が限られるな
か，大規模な書庫を設けるための解として，
本館に隣接する図書館前広場に地下施設を
新設することとなりました。広場の噴水の
保持，本館との建物的な取り合いなど，多
くの難問をクリアしながら設計・施工が進
められました。

別館建設の様子を上空から（撮影  清水建設）
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  2015-2020
本館改修  ～ 復元と更新

壁材をはらい，後付けの床を撤去する大規模
な工事が開館しながら実施され，職員は騒音
に悩まされながらサービスに従事しました。
学生・教職員・学外の利用者のみなさまにも度重
なる動線の変更，騒音・振動によりご迷惑をおか
けしました。

本館創建時のトップライト設計図

3 階ホール工事の様子（撮影  清水建設）

第二次世界大戦中の金属回収やこれまでの改
修工事で本館のトップライトは塞がれ，照
明器具や什器も取り替えられていました。
歴史的価値の復元のため，学内に残された創建時
の設計図や図面から，設計が起こされました。

この他にも，中央大階段と３階大閲覧室のトッ
プライトが復元され，５階も元の広々としたラ
ウンジとして再生しました。

同時に，1928(S3) 年の創建当時からは社会状
況も大学図書館に求められるものも変わってい
ます。改修本来の目的である耐震性・安全性の
確保，省エネルギー，バリアフリー対応も当然
求められました。床荷重に問題のある書架は撤
去され，床下空調とした大閲覧室には出入口に
スロープを設置。さらに，3階東側の閲覧席には，
視覚障害の方の安全な避難を支援するための光
警報装置を取り付けました。

トップライトが復元された大階段

3 階カウンター席の光警報装置
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  2018-
自動書庫 運用開始

自動書庫の内部（撮影  小川重雄）

別館地下 2-4 階に設置された自動書庫。
地下で 300 万冊収容は国内最大規模で
す。現在，52万冊の資料が入っていま
すが，今後は学内の人社系の製本雑誌や
アジア関係資料を中心に収納される予定
です。ラックに収められている空のコン
テナは，入庫のために呼び出されるのを
待っています。

自動書庫は地下3フロアに分割され
ており，資料のサイズ別に分かれた
コンテナを使用することで , 限られ
た空間を有効活用しています。
本館内のOPAC 端末での操作によ
りリクエストされた資料は，コンテ
ナごとスタッカークレーンでピック
アップされ，コンベアで垂直搬送路
まで運ばれたのち，本館 1階・地下
1階の出納ステーションへ届けられ
ます。

厚さ 2mの外壁の内側，自動書庫が
入っている部屋の壁までの間にはさ
らに幅 1.5mのバッファゾーンを設
け，そこに漏水センサーを設置して ,
水から資料を守る対策を徹底的にほ
どこしています。

自動書庫を取り囲むバッファゾーン

自動書庫設備

バッファゾーン

EV

機械室

外壁

自動書庫の全体像（提供  日本ファイリング）

本館（サービスエリア）

1F　出納ステーション

B1F 出納ステーション
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グランドオープン

2020

新・総合図書館　本館と噴水下の別館

地上５階・地下１階の総合図書館本館は，中央・西側・
東側・書庫という 4つのエリアに分けられます。
中央エリア：歴史的価値の復元

　東エリア：新規性・情報発信とコミュニケーション
　西エリア：事務部門を集約，効率的な運営を図る
　書庫エリア：東京大学の知的資産を後世に伝える

１階は記念室やオープンエリアなど開かれた図書館と
しての機能を持ち，２階はプロジェクトボックスやセ
ミナールームが置かれ，多様な学習スタイルに対応す
る空間となりました。

３階は２階とは対照的に静寂な閲覧と学習の場，４階
は研究を中心としたエリアとなり，アジア研究図書館
を中央部に，東西にリサーチコモンズが置かれました。

地下１階には自動書庫 /保存書庫 /貴重書庫の資料を
利用するための，書庫資料閲覧室，閲覧個室，貴重書
閲覧室が設置されました。別館への接続エリアも地下
一階にあり，ライブラリープラザでも図書館資料が容
易に利用できるようになりました。

4階は全て，今年 10月に新たにオープンしたアジア研究図書館
のフロアです。アジア研究のための基礎的な研究書や参考図書を
配架しており，学内の部局図書館・室が保管してきたアジア関係
資料を集約していくことを目指しています。特徴的なガラス天井
は創建当時のものですが，今回の改修で自然光も取り入れ，より
美しい姿に生まれ変わりました。

2020(R2) 年 8 月本館改修工事完了。総合図書館は，資料収容能力 385 万冊（本館開架 22万冊，本館書庫
63万冊，自動書庫 300万冊），座席数総計約 1,100 席（本館 900席，別館 200席）を有し，新たな学習・
研究機能を持つ図書館として再生しました。

多様な学習空間
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99..22  新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策記記録録  
 
令和 2（2020）年 
2 月 18 日（火） 「新型コロナウイルスに関連した感染症対策に関する対応について」 

（更新 2 回目） 部局主催のイベントや行事等への感染予防措置追加 
2 月 26 日（水） 政府から 2 週間程度のイベント等の自粛要請 

→ アジア研究図書館シンポジウム延期、南原繁記念賞表彰式・講演会 
中止、各種講習会（情報基盤課学術情報チーム）休止 

2 月 28 日（金） 各図書館・室 開館時間を短縮または閉室、利用制限を開始 
3 月 18 日（水） 学外者の入構制限開始 
3 月 19 日（木） 新型コロナウイルス感染拡大に伴う総合文化研究科の活動制限ステージ 

イエロー（新型コロナウイルス感染拡大防止のための東京大学の活動制 
限指針レベル 0.5 に相当） 

3 月 26 日（木） 図書館連絡会議をオンライン併用で開催 
【駒場図】全ての閲覧席利用休止（～7 月 14 日（火）） 

3 月 27 日（金） 新型コロナウイルス対策タスクフォース「東京都の平日の自宅勤務、 
夜間や今週末を含めた不要不急の外出自粛を受けた「緊急のお願い」」 
総合文化研究科の活動制限ステージオレンジ（東京大学の活動制限指針 
レベル 1 に相当）に引き上げ 
【総合図】土日休館、別館閉館、夜間開館休止 

3 月 28 日（土） 【駒場図】平日夜間、土日祝の臨時閉館（～7 月 14 日（火）） 
学外者は利用証・入館証所持者も含め利用不可 
（～3 年 3 月 22 日（月）） 

3 月 30 日（月） 【柏図】平日夜間、土曜開館休止 
学外者の入館制限開始（～10 月 19 日（月）） 

4 月 6 日（月） 東京大学の活動制限指針レベル 2 に引き上げ 
本郷キャンパスでは守衛のいる門に入構を限定 

4 月 7 日（火） 総合文化研究科の活動制限ステージレッド A（東京大学の活動制限指針レベル
2 に相当）に引き上げ 

        東京大学の活動制限指針レベル 3 に引き上げ 
ASK サービス休止（～5 月 14 日（木）） 
学内配送（他キャンパス資料の取り寄せ）休止（～6 月 14 日（日）） 
【総合図】【柏図】休館（【総合図】教員のみ予約で対応） 

4 月 8 日 （水） 【総合図】【柏図】全面休館、職員は原則在宅勤務（～6 月 14 日（日）） 
        【駒場図】原則閉館（～4 月 12 日（日）） 
             授業利用のための教員専用資料貸出・文献複写サービス実施 

（～4 月 10 日（金）／6 月 3 日（水）～再開） 
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「オンライン学習、在宅研究・勤務で利用できるオンラインサービスのご案
内」を公開  

4 月 10 日（金） SSL-VPN 接続を増強（情報基盤課学術情報チーム） 
4 月 13 日（月） 総合文化研究科の活動制限ステージレッド B（東京大学の活動制限指針レベル

3 に相当）に引き上げ 
【駒場図】全面閉館、職員は在宅勤務（～6 月 2 日（火）） 
MyOPAC サービス休止（～6 月 14 日（日）） 

4 月 14 日（火） 総合図書館改修工事（第 IV 期）休止（～5 月 6 日（水）） 
5 月 15 日（金） ASK サービス再開 
5 月 18 日（月） 【総合図】【柏図】活動制限指針レベル 3 での図書館サービス拡大 

郵送による総合図書館資料の貸出及び複写物提供 
5 月 20 日（水） 【駒場図】学位論文執筆に必要な駒場図書館資料の郵送貸出サービス 

実施（～6 月 16 日（火）） 
5 月 25 日（月） 【駒場図】学位論文執筆に必要な駒場図書館資料の文献複写の郵送 

サービス実施（～6 月 16 日（火）） 
6 月 1 日 （月） 東京大学の活動制限指針レベル 2 に緩和 

総合文化研究科の活動制限ステージレッド A に緩和 
【総合図】【柏図】東京大学の活動制限指針に応じた総合図書館、柏図書館 

のロードマップを公開 
【総合図】書庫資料の事前予約貸出サービス開始 

        【柏図】事前予約による事務室での貸出開始 
6 月 3 日（水） 【駒場図】原則閉館、授業利用のための教員専用資料貸出サービス・ 

文献複写サービス実施（～16 日（火）） 
6 月 15 日（月） 東京大学の活動制限指針レベル 1 に緩和 

総合文化研究科の活動制限ステージオレンジに緩和 
【総合図】在籍者対象にサービスを限定し短縮開館 

サーモグラフィーの設置（本部総務課による） 
「COCOA を利用したキャンパス内人口密度モニタリング」センサ
ーの設置（情報学環・中尾研究室） 

【駒場図】東京大学の活動制限指針に応じた駒場図書館ロードマップを公開 
【柏図】郵送貸出及び事前予約による事務室での貸出終了 

短縮開館による館内利用再開（学内者のみ） 
6 月 17 日（水） 【駒場図】短縮開館再開 

図書・文献複写郵送サービスの対象者拡大 
（～7 月 30 日（木）） 
駒場Ⅰキャンパス所属者に限定した来館利用実施 
（～9 月 24 日（木）） 
入館予約制実施（～3 年 3 月 21 日（日）） 

6 月 26 日（金） 【柏図】第 23 回サイエンスカフェ中止 
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7 月 13 日（月） 東京大学の活動制限指針レベル 0.5 に緩和 
総合文化研究科の活動制限ステージイエローに緩和 

7 月 14 日（火） 【総合図】館内閲覧利用を再開 
【柏図】通常開館再開（学内者のみ） 

7 月 15 日（水） 【駒場図】土日祝日開館を再開、閲覧席の一部利用再開 
8 月 5 日 （水） 職員採用面接をオンラインで実施 
9 月 3 日（木） 【駒場図】混雑度モニタリングビーコンの設置 

（工学系研究科・川原研究室） 
9 月 25 日（金） 【駒場図】駒場Ⅰキャンパス所属者以外の本学構成員の入構/入館可に 
             緩和 
10 月 19 日（月） 【柏図】学外者の利用再開 
10 月 29 日（木） 大学総合教育センターFFP ミニレクチャープログラムをオンラインで 

開催 
11 月 2 日（月） 【駒場図】受益者負担による図書・複写物郵送サービス開始 
11 月 9 日（月） 【柏図】第 24 回サイエンスカフェをオンライン併用で開催 
11 月 26 日（木） 総合図書館グランドオープン・アジア研究図書館開館記念式典を最小限   

の関係者のみで挙行 
 
令和 3（2021）年 
1 月 11 日（月） 東京大学の活動制限指針レベル 1 に引き上げ 

総合文化研究科の活動制限ステージオレンジに引き上げ 
【柏図】学外者（入館証等を持つ学外者を除く）の利用を再度制限 

1 月 15 日（金） 【柏図】第 23 回わくわくミニコンサート中止 
1 月 18 日（月） 【総合図】閲覧席利用を休止 
3 月 15 日（月） アジア研究図書館開館記念シンポジウムをオンラインで開催 
3 月 22 日（月） 東京大学の活動制限指針レベル 0.5 に緩和 

総合文化研究科の活動制限ステージイエローに緩和 
【総合図】閲覧席利用及び学外者の資料利用再開 
【駒場図】入館予約不要に変更、入館ゲート脇にサーモグラフィを 2 台設置、

学外者のうち名誉教授・駒場友の会会員の入館再開 
3 月 26 日（金） 【総合図】南原繁記念賞表彰式を最小限の関係者のみで挙行 
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の
閉
鎖

・
学
外
者
の
入
館
停
止

・
来
館
で
き
な
い
本
学
学
生
に
対
し
て
駒
場
図
書
館
資
料
の
図
書
・
複
写

物
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
（
学
位
論
文
執
筆
目
的
の
学
生
か
ら
対
象
者
拡

大
し
7/
30
ま
で
継
続
予
定
)

・
特
別
閲
覧
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
閲
覧
再
開

・
学
外
IL
L（

貸
借
）
サ
ー
ビ
ス
再
開

・
駒
場
Iキ
ャ
ン
パ
ス
研
究
室
図
書
室
資
料
の
利
用
案
内
休
止

事
前
予
約
制
（
1コ

マ
1時

間
1名

限
定
)

図
書
館
の
利
用
を
希
望
す
る
学
生

は
予
約
制
に
よ
り
入
構
可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
試
験
の
視
聴

の
た
め
の
入
館
不
可

オ
レ
ン
ジ

1

制
限
-小

【
最
速
】
6月

17
日
頃

実
施

（
M
yO
PA
C

サ
ー
ビ
ス
再

開
）

平
日
短
縮
開
館

10
時
-1
6時

半
（
夜
間
・
休
日

開
館
休
止
）

・
入
館
予
約
制
（
1コ

マ
25
0名

、
10
時
-1
3

時
/1
3時

半
-1
6時

半
）

・
閲
覧
席
及
び
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
の
利
用
停

止 ・
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
利
用
停
止

・
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の
閉
鎖

・
展
示
ケ
ー
ス
の
利
用
／
特
別
利
用
申
請
受

付
停
止

・
学
外
者
お
よ
び
他
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
者
の

入
館
停
止

・
学
内
他
キ
ャ
ン
パ
ス
資
料
の
取
り
寄
せ
、
文
献
デ
リ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
再

開
（
但
し
所
蔵
館
の
事
情
に
よ
る
）

・
学
外
IL
L（

複
写
）
サ
ー
ビ
ス
再
開

・
来
館
で
き
な
い
本
学
学
生
に
対
し
て
駒
場
図
書
館
資
料
の
図
書
・
複
写

物
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
（
学
位
論
文
執
筆
目
的
の
学
生
か
ら
対
象
者
拡

大
し
7/
30
ま
で
継
続
予
定
)

・
貸
出
中
の
図
書
の
返
却
期
限
を
7/
30
ま
で
一
括
延
長
し
、
学
生
の
新
た

な
貸
出
分
に
つ
い
て
も
一
律
7/
30
と
す
る

・
駒
場
Iキ
ャ
ン
パ
ス
研
究
室
図
書
室
資
料
の
利
用
案
内
休
止

事
前
予
約
制
（
1コ

マ
1時

間
1名

限
定
)

他
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
者
は
入
構
不

可 図
書
館
の
利
用
を
希
望
す
る
教
職

員
・
学
生
は
予
約
制
に
よ
り
入
構

可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
試
験
の
視
聴

の
た
め
の
入
館
不
可

レ
ッ
ド
A

2

制
限
-中

6月
3日

実
施

（
M
yO
PA
C

サ
ー
ビ
ス
は

休
止
）

原
則
休
館

休
止

・
貸
出
中
の
図
書
の
返
却
期
限
一
括
延
長

・
本
学
教
員
に
対
し
て
事
前
申
請
に
よ
る
講
義
に
必
要
な
資
料
の
出
納
、

貸
出
及
び
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
（
入
館
は
平
日
10
時
半
-1
2時

、
13
時
-

14
時
半
の
時
間
限
定
）

・
学
位
論
文
執
筆
目
的
の
本
学
学
生
に
対
し
て
駒
場
図
書
館
資
料
の
図

書
・
複
写
物
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
実
施

・
学
外
IL
L（

複
写
）
サ
ー
ビ
ス
再
開

・
駒
場
Iキ
ャ
ン
パ
ス
研
究
室
図
書
室
資
料
の
利
用
案
内
休
止

休
止

レ
ッ
ド
B

3
制
限
-大

実
施

完
全
休
館

休
止

・
学
位
論
文
執
筆
目
的
の
本
学
学
生
に
対
し
て
駒
場
図
書
館
資
料
の
図

書
・
複
写
物
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

・
駒
場
Iキ
ャ
ン
パ
ス
研
究
室
図
書
室
資
料
の
利
用
案
内
休
止

休
止

レ
ッ
ド
C

4
活
動
の
停

止
実
施

完
全
休
館

休
止

休
止

休
止

本
学
の
活
動
制
限

レ
ベ
ル



43 

 
  

「新型コロナウイルス感染拡大防止のための東京大学の活動制限指針」

に応じた柏図書館ロードマップ（ 年 月 日版）

東東京京大大学学
活活動動制制限限指指針針

開開館館 休休館館 図図書書館館施施設設のの利利用用 資資料料のの利利用用

レベル 通常開館 ・利用可能です ・利用可能です

レベル 通常開館

・本学所属の学生・教職員のみ利用可能
です
・学外の方（既に入館証・友の会会員証
をお持ちの方を除く）は入館できませ
ん

・利用可能です

レベル

短縮開館
（平日
～ の
み開館）

・本学所属の学生・教職員のみ利用可能
です
・学外の方は利用できません
・メディアホール、コンファレンスルー
ム、セミナー室 は利用できません

・利用可能です

レベル 完全休館 ・入館できません

・本学学生および教
職員に、事前予約
による資料貸出
を実施します

・本学学生に、郵送
による貸出 文献
複写を実施しま
す

レベル 完全休館 ・入館できません

・本学学生に、郵送
による貸出 文献
複写を実施しま
す

レベル 完全休館 ・入館できません ・利用できません

※各活動制限指針におけるサービス設定は暫定的なものであり、今後変更することが

あります。変更された場合は、ホームページでお知らせいたします。
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